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           １）ご使用にあたっての注意事項： 

 
①  蓄電池はエネルギーを持っています。蓄電池を正しく、安全にご使用頂く為に、使用前に必ず取扱説明書または注意書きをよくお

読み下さい。読まずに誤使用されますと、蓄電池を漏液、発熱、破裂させる原因となることがあります。 
 

②  蓄電池の使用温度範囲は、次のとおりです。この使用範囲以外では、蓄電池の性能や寿命を低下させたり発熱、漏液の原因とな

ります。機器使用時：－20℃～＋60℃ 
 

③  蓄電池を、直射日光の強いところや、炎天下の車内、火の傍、ストーブの前面などの高温の場所で使用・放置しないで下さい。ま

た蓄電池を寒い戸外（0℃以下）や、冷えたまま（0℃以下）で充電しないで下さい。蓄電池を漏液させたり、性能や寿命を低下させ

る原因となります。 
 

④  この蓄電池は、指定以外の機器との接続は危険です。使用機器の取扱説明書や注意書きをよくお読み下さい。 

 

           ２）ご使用にあたっての警告事項： 

 
①  蓄電池を水や海水などにつけたり濡らさないで下さい。蓄電池を発熱させたり錆の原因となります。 

②  蓄電池は、内部に希硫酸を保持しています。この蓄電池の液が皮膚や衣服に付着した場合には皮膚に障害を起こす場合が

ありますので、直ちにきれいな水で洗い流してください。 

 

           ３）ご使用にあたっての禁止事項： 

 

①  蓄電池の液が目に入ったときは、失明の恐れがあるので、こすらずにすぐにきれいな水で十分洗った後、直ちに医師の治療を受

けて下さい。 

②  蓄電池は次のような取扱をすると、発熱、漏液、破裂の原因となりますので、必ずお守り下さい。 

 
ａ 火の中に投入したり、加熱しないこと。 

ｂ 直接ハンダづけしないこと。 

ｃ (＋)端子と(－)端子とを針金等の金属で接続しないこと。また金属製のネックレスやヘアピンなどと一緒に持ち運んだり、保管し

ないこと。 

ｄ (＋)端子と(－)端子とを逆にして充電したり、使用しないこと。 

ｅ 分解したり・改造しないこと。 

ｆ  強い衝撃を与えたり、投げつけないこと。 

ｇ 充電は専用充電器を使用し、当社指定の充電条件を守ること。 

ｈ 電源コンセントや自動車のシガレットライターのさし込み口等に直接接続しないこと。 

ｉ  指定の機器以外に接続しないこと。 

 

 

鉛蓄電池のリサイクルにご協力を 
 

ご使用済みの蓄電池は貴重な資源です。再利用いたしますので廃棄しないで、リサイクル協

力店にご持参ください。なお、（＋）端子または、（－）端子に粘着テープ等を貼りつけて絶

縁してからご持参ください。使用済み蓄電池でも電気エネルギーが残っている場合がありま

すので、端子の絶縁をしておきませんと破裂や発熱の原因となることがあります。リサイク

ルについて購入販売店及び販売元までお問い合わせください。

  

 

 

鉛蓄電池の取扱上のご注意

Ni-MH Pb 
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操作のしかた(内蔵レシーバー・ワイヤレスマイク/トランスミッター使用時） 
 

②スピーカー(APS-30I)の電源を入れます。電源表示 LED が点灯します。 
 

①内蔵レシーバー・ワイヤレスマイク/トランスミッターのチャンネルを確認します。（2台使用時は下記表の設定を参照）
 

③ワイヤレスマイク/トランスミッターの電源スイッチをＯＮにします。マイク/トランスミッターの電源表示ＬＥＤが点灯します。 
 

④ワイヤレスマイク/トランスミッターに音声を入れ、レシーバーの音量つまみにて音量を調節します。(通常はセンター位置) 
 

⑤ご使用後は、電源スイッチを元の位置に戻して下さい。電源がＯＦＦになり、電池の消耗を防ぎます。 
 

10 

●チャンネルについて（52HT/52BTワイヤレスマイク/トランスミッター）　

　・使用周波数は、グループ番号及びチャンネル番号であらわした2個の記号で表します。 (上面のチャンネル表を参照してください) 

　　　　　　イ … グループ番号の表示        １ ～ ６
　　　　　　ロ … チャンネル番号の表示      １ ～ ６

　・ これらのチャンネルは混信を避けるため、3つのグループに分かれています。同一場所での使用の時は各セットを同じグループ番号にして
   ください。グループ番号が異なると混信や妨害が発生する恐れがあります。

1 1 

イ ロ

11チャンネルをあらわします

ご使用上の注意 

（52HT/52BTチャンネル切替スイッチ)

WR1 WR2

●チャンネルについて（APS-30U 内蔵ワイヤレスレシーバー）

　　(1)WR 1： 内蔵ワイヤレスレシーバー 1 のチャンネル番号を選択します。(1～16 から設定します)

　　(2)WR 2： 内蔵ワイヤレスレシーバー 2 のチャンネル番号を選択します。(1～16 から設定します)

　   受信チャンネルを切り替える時に使います。下記の表に合わせてワイヤレスマイク／トランスミッターとのチャンネル番号を選びます。

  ＊チャンネルを設定する時は、必ず電源スイッチをオフにして行ってください。オンのままチャンネルを切り替えても、前の送信周波数を保持して
　　　います。必ず電源スイッチをオフにしてチャンネルを切り替えてください。

(裏面チャンネル切替つまみ)

レシーバー 1 2 3 4 5 6
マイク (イ・ロ) 11 12 13 14 15 16

レシーバー 7 8 9 10 11 12
マイク (イ・ロ) 31 32 33 34 35 36

レシーバー 13 14 15 16
マイク (イ・ロ) 43 44 45 46

チャンネル設定（2台のチャンネルは同一グループの表の中で設定してください。）

グループ ①

グループ ②

グループ ③



UHF B型ワイヤレスレシーバー内蔵パワードスピーカー
 

堅牢性の高いエンクロージャーに出力30Wのパワードスピーカー、大容量バッテリー、各種コントロール、マイク、ライン
の入力等をコンパクトに内蔵。ワイヤレスマイクは屋内外で幅広く使用できる800MHz B型を2台搭載。2本のワイヤレス
マイクを同時に使用できます。
 

主な特長 

・UHF・B型16チャンネルレシーバーを2台搭載
・屋内、屋外場所を選ばず簡単設置
・出力30Wのパワーアンプ内蔵
・バッテリー駆動であらゆるニーズに対応
・LINE/MIC入力、独立ボリュームコントロール
・AUX OUT/EXT. SP端子装備
・高音、低音域調整用のトーンコントロール装備
・2台のワイヤレスマイクのレベルコントロール装備
・高効率、防磁型の16.5cmスピーカー搭載
・アンテナ内蔵型

ご使用上の注意 

・本機は国内専用機です。海外での使用はできません。 

・電池のセットや交換は必ず“電池の交換の仕方”にしたがって行ってください。 

・マイクの改造、変更等は電波法により禁じられております。改造した機器を使用いたしますと罰せられることがあります。 

・次のような所でのご使用や保存は故障の原因となりますのでご注意ください。 

＊湿度の高い場所（風呂場、濡れた床など） 

 ＊温度の異常に高い場所（暖房器具の近く、直射日光のあたる所） 

 ＊振動の強い所 

 ＊埃の多い所 

・テレビやラジオの近くで本機を使用すると、テレビの画面に色ムラが出たりラジオから雑音がでることがありますのでその時は 

/

本機を遠ざけてください。 

・本機の近くに大型トランスを持つ機器がある場合、ハム(うなり)を誘導することがあります。 

・マイクに貼付された証明シールは、剥がさないでください。シールが付いていませんと技術基準適合証明の効力が消滅します。 
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レシーバー 1 2 3 4 5 6
マイク (イ・ロ) 11 12 13 14 15 16

レシーバー 7 8 9 10 11 12
マイク (イ・ロ) 31 32 33 34 35 36

レシーバー 13 14 15 16
マイク (イ・ロ) 43 44 45 46

チャンネル設定（2台のチャンネルは同一グループの表の異なるチャンネルに設定してください。）

グループ ①

グループ ②

グループ ③

各部の名称とはたらき 
●ベルトパックトランスミッター 52BT 
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●チャンネル設定の仕方
　　①グループ切替スイッチ(1～6 から設定します)
　　②チャンネル切替スイッチ(1～6 から設定します)
　　  送信チャンネルを切り替える時に使います。グループ切替スイッチでグループ番号を、チャンネル切替スイッチでチャンネル番号を選びます。

  ＊チャンネルを設定する時は、必ず電源スイッチをオフにして行ってください。オンのままチャンネルを切り替えても、前の送信周波数を保持して
　　　います。必ず電源スイッチをオフにしてチャンネルを切り替えてください。

ご使用上の注意 
●チャンネルについて 〔下記のチャンネル表のマイク (イ・ロ)を参照してください〕 
　・使用周波数は周波数帯、グループ番号及びチャンネル番号であらわした2個の記号で表します。

　　　　　　
　　　　　　イ … グループ番号の表示        １ ～ ６
　　　　　　ロ … チャンネル番号の表示      １ ～ ６

　・ これらのチャンネルは混信を避けるため、3つのグループに分かれています。同一場所での使用の時は各セットを同じグループ番号にして
   ください。グループ番号が異なると混信や妨害が発生する恐れがあります。

●使用方法  
　　◆チャンネル確認---ワイヤレスマイクとレシーバーの相互の機器のグループ番号とチャンネル番号が合っているか確認してください。
　　◆電源 ＯＮ---電源スイッチを ＯＮにしてください。電源表示ＬＥＤが点灯します。電池が消耗してくると電源表示ＬＥＤが赤に変わり、のちに
     消灯します。電池は早めに交換してください。連続使用での電池の寿命は、アルカリ電池で、約８～10時間です。(注、使用場所・使用条件に
     より異なる場合があります）
　　◆電源 ＯＦＦ---ご使用後は電源スイッチを元の位置に戻してください。

1 1 

イ ロ 

11チャンネルをあらわします
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グループ切替スイッチ 

②チャンネル切替スイッチ 

マイク入力レベル 

電池交換の仕方(52BT) 

・ 電池カバーを押しながら下に引いてくだ 

さい。電池収納部がでてきます。 

電池を押しながら引き出してください。 

・ 電池の交換のときは電源スイッチを必ず 

ＯＦＦにしてください。 

電池カバー 

電源スイッチ ミュートスイッチ 

マイク入力 

アンテナ 

証明シール 
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           ２）ご使用にあたっての警告事項： 

 
①  蓄電池を水や海水などにつけたり濡らさないで下さい。蓄電池を発熱させたり錆の原因となります。 

②  蓄電池は、内部に希硫酸を保持しています。この蓄電池の液が皮膚や衣服に付着した場合には皮膚に障害を起こす場合が

ありますので、直ちにきれいな水で洗い流してください。 

 

           ３）ご使用にあたっての禁止事項： 

 

①  蓄電池の液が目に入ったときは、失明の恐れがあるので、こすらずにすぐにきれいな水で十分洗った後、直ちに医師の治療を受

けて下さい。 

②  蓄電池は次のような取扱をすると、発熱、漏液、破裂の原因となりますので、必ずお守り下さい。 

 
ａ 火の中に投入したり、加熱しないこと。 

ｂ 直接ハンダづけしないこと。 

ｃ (＋)端子と(－)端子とを針金等の金属で接続しないこと。また金属製のネックレスやヘアピンなどと一緒に持ち運んだり、保管し

ないこと。 

ｄ (＋)端子と(－)端子とを逆にして充電したり、使用しないこと。 

ｅ 分解したり・改造しないこと。 

ｆ  強い衝撃を与えたり、投げつけないこと。 

ｇ 充電は専用充電器を使用し、当社指定の充電条件を守ること。 

ｈ 電源コンセントや自動車のシガレットライターのさし込み口等に直接接続しないこと。 

ｉ  指定の機器以外に接続しないこと。 

 

 

鉛蓄電池のリサイクルにご協力を 
 

ご使用済みの蓄電池は貴重な資源です。再利用いたしますので廃棄しないで、リサイクル協

力店にご持参ください。なお、（＋）端子または、（－）端子に粘着テープ等を貼りつけて絶

縁してからご持参ください。使用済み蓄電池でも電気エネルギーが残っている場合がありま

すので、端子の絶縁をしておきませんと破裂や発熱の原因となることがあります。リサイク

ルについて購入販売店及び販売元までお問い合わせください。

  

 

 

鉛蓄電池の取扱上のご注意

Ni-MH Pb 
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操作のしかた(内蔵レシーバー・ワイヤレスマイク/トランスミッター使用時） 
 

②スピーカー(APS-30I)の電源を入れます。電源表示 LED が点灯します。 
 

①内蔵レシーバー・ワイヤレスマイク/トランスミッターのチャンネルを確認します。（2台使用時は下記表の設定を参照）
 

③ワイヤレスマイク/トランスミッターの電源スイッチをＯＮにします。マイク/トランスミッターの電源表示ＬＥＤが点灯します。 
 

④ワイヤレスマイク/トランスミッターに音声を入れ、レシーバーの音量つまみにて音量を調節します。(通常はセンター位置) 
 

⑤ご使用後は、電源スイッチを元の位置に戻して下さい。電源がＯＦＦになり、電池の消耗を防ぎます。 
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●チャンネルについて（52HT/52BTワイヤレスマイク/トランスミッター）　

　・使用周波数は、グループ番号及びチャンネル番号であらわした2個の記号で表します。 (上面のチャンネル表を参照してください) 

　　　　　　イ … グループ番号の表示        １ ～ ６
　　　　　　ロ … チャンネル番号の表示      １ ～ ６

　・ これらのチャンネルは混信を避けるため、3つのグループに分かれています。同一場所での使用の時は各セットを同じグループ番号にして
   ください。グループ番号が異なると混信や妨害が発生する恐れがあります。

1 1 

イ ロ

11チャンネルをあらわします

ご使用上の注意 

（52HT/52BTチャンネル切替スイッチ)

WR1 WR2

●チャンネルについて（APS-30U 内蔵ワイヤレスレシーバー）

　　(1)WR 1： 内蔵ワイヤレスレシーバー 1 のチャンネル番号を選択します。(1～16 から設定します)

　　(2)WR 2： 内蔵ワイヤレスレシーバー 2 のチャンネル番号を選択します。(1～16 から設定します)

　   受信チャンネルを切り替える時に使います。下記の表に合わせてワイヤレスマイク／トランスミッターとのチャンネル番号を選びます。

  ＊チャンネルを設定する時は、必ず電源スイッチをオフにして行ってください。オンのままチャンネルを切り替えても、前の送信周波数を保持して
　　　います。必ず電源スイッチをオフにしてチャンネルを切り替えてください。

(裏面チャンネル切替つまみ)

レシーバー 1 2 3 4 5 6
マイク (イ・ロ) 11 12 13 14 15 16

レシーバー 7 8 9 10 11 12
マイク (イ・ロ) 31 32 33 34 35 36

レシーバー 13 14 15 16
マイク (イ・ロ) 43 44 45 46

チャンネル設定（2台のチャンネルは同一グループの表の中で設定してください。）

グループ ①

グループ ②

グループ ③



APS-30U

52BT

52HT
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